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【手続補正書】
【提出日】令和1年6月28日(2019.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　制御チャネル送信において受信機に送信されるべき情報の冗長バージョンの数を示す第
１のバンドリングレベルを識別することと、
　共有チャネル送信において前記受信機に送信されるべき情報の冗長バージョンの数を示
す第２のバンドリングレベルを識別することと、
　前記第１のバンドリングレベルと前記第２のバンドリングレベルとに少なくとも部分的
に基づいて、制御情報フィールド中で、前記第２のバンドリングレベルを示すためのイン
ジケータを設定することと、
を備え、前記インジケータを設定することが、さらに、前記第２のバンドリングレベルと
前記第１のバンドリングレベルと前記インジケータ中に含まれている情報との間のマッピ
ングに少なくとも部分的に基づく、方法。
【請求項２】
　前記マッピングがワイヤレス通信のための仕様において確立される、または、
　前記マッピングが、前記制御チャネル送信より前に前記受信機に送信される、および、
前記マッピングが好ましくは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または無線リソース制御
（ＲＲＣ）構成情報のうちの１つまたは複数中で送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記制御情報フィールドが、前記受信機に与えられるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）
中に含まれる情報フィールドである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のバンドリングレベルに少なくとも部分的に基づいて、前記情報の送信より前
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に前記情報をスクランブルするためのスクランブリングシーケンスを選択することと、
　前記選択されたスクランブリングシーケンスに少なくとも部分的に基づいて前記情報を
スクランブルすることと、
をさらに備え、前記情報が好ましくは、データと、前記データに関連する巡回冗長検査（
ＣＲＣ）とを備え、ここにおいて、前記情報を前記スクランブルすることが、前記選択さ
れたスクランブリングシーケンスを使用して前記巡回冗長検査（ＣＲＣ）をスクランブル
することを備える、または、
　前記スクランブリングシーケンスが好ましくは、さらに、前記受信機の無線ネットワー
ク一時識別子（ＲＮＴＩ）に少なくとも部分的に基づいて選択される、請求項１に記載の
方法。
【請求項５】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　制御情報フィールド中で、１つまたは複数の共有チャネル送信において受信されるべき
送信のためのバンドリングレベルを示すためのインジケータを受信することと、前記バン
ドリングレベルが、前記１つまたは複数の共有チャネル送信中に含まれるべき情報の冗長
バージョンの数を示す、
　受信される制御チャネル送信の第１のバンドリングレベルを決定することと、
　前記第１のバンドリングレベルと前記インジケータとに少なくとも部分的に基づいて、
第１の共有チャネル送信の第２のバンドリングレベルを決定することと、
を備え、前記第２のバンドリングレベルを前記決定することが、さらに、前記第２のバン
ドリングレベルと前記第１のバンドリングレベルと前記インジケータ中に含まれている情
報との間のマッピングに少なくとも部分的に基づく、方法。
【請求項６】
　前記マッピングがワイヤレス通信のための仕様において確立される、または、前記マッ
ピングが、前記制御チャネル送信より前に受信される、および、前記マッピングが好まし
くは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または無線リソース制御（ＲＲＣ）構成情報のう
ちの１つまたは複数中で受信される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記制御情報フィールドが、送信機からのダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）中で受信さ
れる情報フィールドである、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　第１のスクランブリングシーケンスを使用して前記受信される制御チャネル送信の少な
くとも一部分をデスクランブルすることと、
　前記第１のスクランブリングシーケンスを使用した、前記受信される制御チャネル送信
の少なくとも前記一部分の成功したデスクランブリングに少なくとも部分的に基づいて、
前記第１の共有チャネル送信のために使用される前記第２のバンドリングレベルを決定す
ることと、
をさらに備え、前記情報が好ましくは、データと、前記データに関連する巡回冗長検査（
ＣＲＣ）とを備え、ここにおいて、
　前記第１の送信の前記一部分をデスクランブルすることが、前記第１のスクランブリン
グシーケンスを使用して前記ＣＲＣをデスクランブルすることを備える、
　前記第１のスクランブリングシーケンスがさらにより好ましくは、前記受信される送信
の受信機の無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）に少なくとも部分的に基づく、請求
項５に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　制御チャネル送信において受信機に送信されるべき情報の冗長バージョンの数を示す第
１のバンドリングレベルを識別するための手段と、
　共有チャネル送信において前記受信機に送信されるべき情報の冗長バージョンの数を示
す第２のバンドリングレベルを識別するための手段と、
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　前記第１のバンドリングレベルと前記第２のバンドリングレベルとに少なくとも部分的
に基づいて、制御情報フィールド中で、前記第２のバンドリングレベルを示すためのイン
ジケータを設定するための手段と、
を備え、前記インジケータを設定するための前記手段が、さらに、前記第２のバンドリン
グレベルと前記第１のバンドリングレベルと前記インジケータ中に含まれている情報との
間のマッピングに少なくとも部分的に基づいて前記インジケータを設定するための手段を
含む、装置。
【請求項１０】
　前記マッピングがワイヤレス通信のための仕様において確立される、または、前記マッ
ピングが、前記制御チャネル送信より前に前記受信機に送信される、および、前記マッピ
ングが好ましくは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または無線リソース制御（ＲＲＣ）
構成情報のうちの１つまたは複数中で送信される、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第１のバンドリングレベルに少なくとも部分的に基づいて、前記情報の送信より前
に前記情報をスクランブルするためのスクランブリングシーケンスを選択するための手段
と、
　前記選択されたスクランブリングシーケンスに少なくとも部分的に基づいて前記情報を
スクランブルするための手段と、
をさらに備え、前記情報が好ましくは、データと、前記データに関連する巡回冗長検査（
ＣＲＣ）とを備え、ここにおいて、前記情報を前記スクランブルすることが、前記選択さ
れたスクランブリングシーケンスを使用して前記巡回冗長検査（ＣＲＣ）をスクランブル
することを備える、または、前記スクランブリングシーケンスが好ましくは、さらに、前
記受信機の無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）に少なくとも部分的に基づいて選択
される、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　制御情報フィールド中で、１つまたは複数の共有チャネル送信において受信されるべき
送信のためのバンドリングレベルを示すためのインジケータを受信するための手段と、前
記バンドリングレベルが、前記１つまたは複数の共有チャネル送信中に含まれるべき情報
の冗長バージョンの数を示す、
　受信される制御チャネル送信の第１のバンドリングレベルを決定するための手段と、
　前記第１のバンドリングレベルと前記インジケータとに少なくとも部分的に基づいて、
第１の共有チャネル送信の第２のバンドリングレベルを決定するための手段と
を備え、前記第２のバンドリングレベルを決定するための前記手段が、さらに、前記第２
のバンドリングレベルと前記第１のバンドリングレベルと前記インジケータ中に含まれて
いる情報との間のマッピングに少なくとも部分的に基づいて前記第２のバンドリングレベ
ルを決定するための手段を含む、装置。
【請求項１３】
　前記マッピングがワイヤレス通信のための仕様において確立される、または、
　前記マッピングが、前記制御チャネル送信より前に受信される、および、前記マッピン
グが好ましくは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または無線リソース制御（ＲＲＣ）構
成情報のうちの１つまたは複数中で受信される、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　第１のスクランブリングシーケンスを使用して前記受信される制御チャネル送信の少な
くとも一部分をデスクランブルするための手段と、
　前記第１のスクランブリングシーケンスを使用した、前記受信される制御チャネル送信
の少なくとも前記一部分の成功したデスクランブリングに少なくとも部分的に基づいて、
前記第１の共有チャネル送信のために使用される前記第２のバンドリングレベルを決定す
るための手段と
をさらに備え、前記情報が好ましくは、データと、前記データに関連する巡回冗長検査（
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ＣＲＣ）とを備え、ここにおいて、前記第１の送信の前記一部分をデスクランブルするこ
とが、前記第１のスクランブリングシーケンスを使用して前記ＣＲＣをデスクランブルす
ることを備える、または、
　前記第１のスクランブリングシーケンスが好ましくは、前記受信される送信の受信機の
無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）に少なくとも部分的に基づく、請求項１２に記
載の装置。
【請求項１５】
　実行されたとき、プロセッサに、請求項１乃至８のいずれかに記載の方法を実行するた
めに実行させるように構成された命令を含む、コンピュータ実行可能ソフトウェアコード
を備える、コンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６１】
　[0174]本明細書の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるように与
えられた。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義され
た一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したが
って、本開示は、本明細書で説明される例および設計に限定されるべきでなく、本明細書
で開示される原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　制御チャネル送信において受信機に送信されるべき情報の冗長バージョンの数を示す第
１のバンドリングレベルを識別することと、
　共有チャネル送信において前記受信機に送信されるべき情報の冗長バージョンの数を示
す第２のバンドリングレベルを識別することと、
　前記第１のバンドリングレベルと前記第２のバンドリングレベルとに少なくとも部分的
に基づいて、制御情報フィールド中で、前記第２のバンドリングレベルを示すためのイン
ジケータを設定することと、
を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記インジケータを設定することが、さらに、前記第２のバンドリングレベルと前記第
１のバンドリングレベルと前記インジケータ中に含まれている情報との間のマッピングに
少なくとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記マッピングがワイヤレス通信のための仕様において確立される、Ｃ２に記載の方法
。
［Ｃ４］
　前記マッピングが、前記制御チャネル送信より前に前記受信機に送信される、Ｃ２に記
載の方法。
［Ｃ５］
　前記マッピングが、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または無線リソース制御（ＲＲＣ
）構成情報のうちの１つまたは複数中で送信される、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記制御情報フィールドが、前記受信機に与えられるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）
中に含まれる情報フィールドである、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第１のバンドリングレベルに少なくとも部分的に基づいて、前記情報の送信より前
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に前記情報をスクランブルするためのスクランブリングシーケンスを選択することと、
　前記選択されたスクランブリングシーケンスに少なくとも部分的に基づいて前記情報を
スクランブルすることと、
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記情報が、データと、前記データに関連する巡回冗長検査（ＣＲＣ）とを備え、ここ
において、前記情報を前記スクランブルすることが、前記選択されたスクランブリングシ
ーケンスを使用して前記巡回冗長検査（ＣＲＣ）をスクランブルすることを備える、Ｃ７
に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記スクランブリングシーケンスが、さらに、前記受信機の無線ネットワーク一時識別
子（ＲＮＴＩ）に少なくとも部分的に基づいて選択される、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１０］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　制御情報フィールド中で、１つまたは複数の共有チャネル送信において受信されるべき
送信のためのバンドリングレベルを示すためのインジケータを受信することと、前記バン
ドリングレベルが、前記１つまたは複数の共有チャネル送信中に含まれるべき情報の冗長
バージョンの数を示す、
　受信される制御チャネル送信の第１のバンドリングレベルを決定することと、
　前記第１のバンドリングレベルと前記インジケータとに少なくとも部分的に基づいて、
第１の共有チャネル送信の第２のバンドリングレベルを決定することと、
を備える、方法。
［Ｃ１１］
　前記第２のバンドリングレベルを前記決定することが、さらに、前記第２のバンドリン
グレベルと前記第１のバンドリングレベルと前記インジケータ中に含まれている情報との
間のマッピングに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記マッピングがワイヤレス通信のための仕様において確立される、Ｃ１１に記載の方
法。
［Ｃ１３］
　前記マッピングが、前記制御チャネル送信より前に受信される、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記マッピングが、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または無線リソース制御（ＲＲＣ
）構成情報のうちの１つまたは複数中で受信される、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記制御情報フィールドが、送信機からのダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）中で受信さ
れる情報フィールドである、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１６］
　第１のスクランブリングシーケンスを使用して前記受信される制御チャネル送信の少な
くとも一部分をデスクランブルすることと、
　前記第１のスクランブリングシーケンスを使用した、前記受信される制御チャネル送信
の少なくとも前記一部分の成功したデスクランブリングに少なくとも部分的に基づいて、
前記第１の共有チャネル送信のために使用される前記第２のバンドリングレベルを決定す
ることと、
をさらに備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記情報が、データと、前記データに関連する巡回冗長検査（ＣＲＣ）とを備え、ここ
において、前記第１の送信の前記一部分をデスクランブルすることが、前記第１のスクラ
ンブリングシーケンスを使用して前記ＣＲＣをデスクランブルすることを備える、Ｃ１６
に記載の方法。
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［Ｃ１８］
　前記第１のスクランブリングシーケンスが、前記受信される送信の受信機の無線ネット
ワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）に少なくとも部分的に基づく、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　制御チャネル送信において受信機に送信されるべき情報の冗長バージョンの数を示す第
１のバンドリングレベルを識別するための手段と、
　共有チャネル送信において前記受信機に送信されるべき情報の冗長バージョンの数を示
す第２のバンドリングレベルを識別するための手段と、
　前記第１のバンドリングレベルと前記第２のバンドリングレベルとに少なくとも部分的
に基づいて、制御情報フィールド中で、前記第２のバンドリングレベルを示すためのイン
ジケータを設定するための手段と、
を備える、装置。
［Ｃ２０］
　前記インジケータを設定するための前記手段が、さらに、前記第２のバンドリングレベ
ルと前記第１のバンドリングレベルと前記インジケータ中に含まれている情報との間のマ
ッピングに少なくとも部分的に基づいて前記インジケータを設定するための手段を含む、
Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記マッピングがワイヤレス通信のための仕様において確立される、Ｃ２０に記載の装
置。
［Ｃ２２］
　前記マッピングが、前記制御チャネル送信より前に前記受信機に送信される、Ｃ２０に
記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記マッピングが、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または無線リソース制御（ＲＲＣ
）構成情報のうちの１つまたは複数中で送信される、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記制御情報フィールドが、前記受信機に与えられるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）
中に含まれる情報フィールドである、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記第１のバンドリングレベルに少なくとも部分的に基づいて、前記情報の送信より前
に前記情報をスクランブルするためのスクランブリングシーケンスを選択するための手段
と、
　前記選択されたスクランブリングシーケンスに少なくとも部分的に基づいて前記情報を
スクランブルするための手段と、
をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記情報が、データと、前記データに関連する巡回冗長検査（ＣＲＣ）とを備え、ここ
において、前記情報を前記スクランブルすることが、前記選択されたスクランブリングシ
ーケンスを使用して前記巡回冗長検査（ＣＲＣ）をスクランブルすることを備える、Ｃ２
５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記スクランブリングシーケンスが、さらに、前記受信機の無線ネットワーク一時識別
子（ＲＮＴＩ）に少なくとも部分的に基づいて選択される、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　制御情報フィールド中で、１つまたは複数の共有チャネル送信において受信されるべき
送信のためのバンドリングレベルを示すためのインジケータを受信するための手段と、前
記バンドリングレベルが、前記１つまたは複数の共有チャネル送信中に含まれるべき情報
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の冗長バージョンの数を示す、
　受信される制御チャネル送信の第１のバンドリングレベルを決定するための手段と、
　前記第１のバンドリングレベルと前記インジケータとに少なくとも部分的に基づいて、
第１の共有チャネル送信の第２のバンドリングレベルを決定するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ２９］
　前記第２のバンドリングレベルを決定するための前記手段が、さらに、前記第２のバン
ドリングレベルと前記第１のバンドリングレベルと前記インジケータ中に含まれている情
報との間のマッピングに少なくとも部分的に基づいて前記第２のバンドリングレベルを決
定するための手段を含む、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記マッピングがワイヤレス通信のための仕様において確立される、Ｃ２９に記載の装
置。
［Ｃ３１］
　前記マッピングが、前記制御チャネル送信より前に受信される、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記マッピングが、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または無線リソース制御（ＲＲＣ
）構成情報のうちの１つまたは複数中で受信される、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記制御情報フィールドが、送信機からのダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）中で受信さ
れる情報フィールドである、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３４］
　第１のスクランブリングシーケンスを使用して前記受信される制御チャネル送信の少な
くとも一部分をデスクランブルするための手段と、
　前記第１のスクランブリングシーケンスを使用した、前記受信される制御チャネル送信
の少なくとも前記一部分の成功したデスクランブリングに少なくとも部分的に基づいて、
前記第１の共有チャネル送信のために使用される前記第２のバンドリングレベルを決定す
るための手段と
をさらに備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記情報が、データと、前記データに関連する巡回冗長検査（ＣＲＣ）とを備え、ここ
において、前記第１の送信の前記一部分をデスクランブルすることが、前記第１のスクラ
ンブリングシーケンスを使用して前記ＣＲＣをデスクランブルすることを備える、Ｃ３４
に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記第１のスクランブリングシーケンスが、前記受信される送信の受信機の無線ネット
ワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）に少なくとも部分的に基づく、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されたとき、前記装置に、
　　制御チャネル送信において受信機に送信されるべき情報の冗長バージョンの数を示す
第１のバンドリングレベルを識別することと、
　　共有チャネル送信において前記受信機に送信されるべき情報の冗長バージョンの数を
示す第２のバンドリングレベルを識別することと、
　　前記第１のバンドリングレベルと前記第２のバンドリングレベルとに少なくとも部分
的に基づいて、制御情報フィールド中で、前記第２のバンドリングレベルを示すためのイ
ンジケータを設定することと
を行わせるように動作可能な命令と
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を備える、装置。
［Ｃ３８］
　前記装置に前記インジケータを設定することを行わせるように動作可能な前記命令が、
さらに、前記装置に、前記第２のバンドリングレベルと前記第１のバンドリングレベルと
前記インジケータ中に含まれている情報との間のマッピングに少なくとも部分的に基づい
て前記インジケータを設定させるように動作可能である、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ３９］
前記マッピングが、前記制御チャネル送信より前に前記受信機に送信される、Ｃ３８に記
載の装置。
［Ｃ４０］
　前記マッピングが、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または無線リソース制御（ＲＲＣ
）構成情報のうちの１つまたは複数中で送信される、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記命令が、前記装置に、
　前記第１のバンドリングレベルに少なくとも部分的に基づいて、前記情報の送信より前
に前記情報をスクランブルするためのスクランブリングシーケンスを選択することと、
　前記選択されたスクランブリングシーケンスに少なくとも部分的に基づいて前記情報を
スクランブルすることと
を行わせるように動作可能である、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記情報が、データと、前記データに関連する巡回冗長検査（ＣＲＣ）とを備え、ここ
において、前記情報を前記スクランブルすることが、前記選択されたスクランブリングシ
ーケンスを使用して前記巡回冗長検査（ＣＲＣ）をスクランブルすることを備える、Ｃ４
１に記載の装置。
［Ｃ４３］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されたとき、前記装置に、
　　制御情報フィールド中で、１つまたは複数の共有チャネル送信において受信されるべ
き送信のためのバンドリングレベルを示すためのインジケータを受信することと、前記バ
ンドリングレベルが、前記１つまたは複数の共有チャネル送信中に含まれるべき情報の冗
長バージョンの数を示す、
　　受信される制御チャネル送信の第１のバンドリングレベルを決定することと、
　　前記第１のバンドリングレベルと前記インジケータとに少なくとも部分的に基づいて
、第１の共有チャネル送信の第２のバンドリングレベルを決定することと
を行わせるように動作可能な命令と
を備える、装置。
［Ｃ４４］
　前記装置に前記第２のバンドリングレベルを決定することを行わせるように動作可能な
前記命令が、さらに、前記装置に、前記第２のバンドリングレベルと前記第１のバンドリ
ングレベルと前記インジケータ中に含まれている情報との間のマッピングに少なくとも部
分的に基づいて前記第２のバンドリングレベルを決定させるように動作可能である、Ｃ４
３に記載の装置。
［Ｃ４５］
　前記マッピングが、前記制御チャネル送信より前に受信される、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記マッピングが、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または無線リソース制御（ＲＲＣ
）構成情報のうちの１つまたは複数中で受信される、Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ４７］
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　前記命令が、前記装置に、
　第１のスクランブリングシーケンスを使用して前記受信される制御チャネル送信の少な
くとも一部分をデスクランブルすることと、
　前記第１のスクランブリングシーケンスを使用した、前記受信される制御チャネル送信
の少なくとも前記一部分の成功したデスクランブリングに少なくとも部分的に基づいて、
前記第１の共有チャネル送信のために使用される前記第２のバンドリングレベルを決定す
ることと
を行わせるように動作可能である、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記情報が、データと、前記データに関連する巡回冗長検査（ＣＲＣ）とを備え、ここ
において、前記第１の送信の前記一部分をデスクランブルすることが、前記第１のスクラ
ンブリングシーケンスを使用して前記ＣＲＣをデスクランブルすることを備える、Ｃ４７
に記載の装置。
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